
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人赤井力也の上告理由について

　原判決は賃借人たる訴外有限会社Ｄ書店と被上告人との間の転貸借契約は右会社

の設立無効の判決が確定しても失効するいわれはない旨判示しているのであつて、

会社の設立無効の判決が確定したときは解散の場合に準じて清算をなすことを要し、

会社は清算の目的の範囲内においてなお存続するものとみなされるのであつて当然

に人格を喪失するものでないから、右判決確定により将来に向つて本件賃貸借およ

び転貸借関係が当然に失効するものではない。従つて原判決の判示は正当であつて

論旨は独自の見解に立つものであり採用することができない。

　よつて、民訴四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文のと

おり判決する。
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